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平成27年度一般公開の様子

　平成27年度 科学技術分野の文部科学大臣表彰の受賞者

が、文部科学省から公表され、農業環境技術研究所 大気環

境研究領域の飯泉仁之直任期付研究員が、若手科学者賞

を受賞しました。受賞業績の概要は次のとおりです。

グローバルな食糧生産変動の予測に関する研究

　国際的な食糧需給を安定させ飢餓を防ぐためには、食糧

輸入国の備蓄や国際機関の緊急援助などの対策を、世界的

な食糧生産変動の予測・監視に基づいて、迅速かつ適切に

行なうことが重要です。しかし、先行する食糧生産変動の予

測研究の大半は、入手できる作物収量データの制約から、

予測の地域が限定されていました。

　飯泉研究員は、コメ、コムギ、トウモロコシ、ダイズの主要

生産地域を網羅する収量データベースを構築し、コメとコム

ギは世界の収穫面積の約20％で、収穫3か月前に収量変動

を予測できることを世界に先駆けて示しました。さらに、エ

ルニーニョやラニーニャ発生による収量影響の見通しを世

界地図にしました。

（広報情報室）

（関連記事：農環研ニュースNO.100 世界のコメとコムギの不作を
収穫3カ月前に予測する手法を開発、農環研ニュースNO.104 エル
ニーニョやラニーニャと世界の穀物収量の変動との関連性を解明）

文部科学大臣表彰　若手研究者賞を受賞 報  告

としちか

きが

宮下淸貴理事長との記念写真
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　つくばの農林研究団地にある農水省関連研究所の2015

年度の一般公開が、4月17日（金曜日）と18日（土曜日）の2

日間にわたって行われました。このイベントは科学技術週間

の行事の一つとして毎年同じ時期に開催されているもので

す。農業環境技術研究所は、17日に、実演・体験・展示やミ

ニ講演、ポスターによる研究成果紹介を行い、昨年同様の

766人に来場いただきました。

　なお、7月25日(土曜日）には、小・中学生を対象として「の

うかんけん夏休み公開」を開催します。

（広報情報室　広報グループ）

平成27年度　一般公開
「未来につなげよう　安全な農業と環境」

報  告

「しみ込む水と流れる水」 ミニ講演とミニ農村見学ツアー
里山の大切さを教えてくれた「ミニ農村」

「個性をいかして『分ける』」


